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高架駅のデザインに関わる検討 
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1. 高架駅のデザインの検討 

 

（１）検討の目的 

本検討においては、平成 22 年度に竣工が予定されている高架駅と高架下について、「国立

駅周辺まちづくり検討会」の提案の具体化に向けての検討を行うものである。 

高架駅に関しては、JRから簡単な平面図、断面図が発表されており（平成15年度「国立駅周

辺まちづくり基本計画作成資料」参照）、これらの図面を参照した。また、高架の構造体は大き

な変更ができないものと想定して、高架構造体の中に「国立駅周辺まちづくり検討会」の提案

による駅がどのようにはめ込まれるかについて検討した。ラチ外通路、駅務室等の諸室の面積、

位置もなるべく、JR 図面を踏襲するようにつとめた。 

 

（２）高架下の活用 

 

①「国立駅周辺まちづくり検討会」による提案 

 高架下に関しては「国立駅周辺まちづくり検討会」により多層活用し、駐車、駐輪、JR の活用

も想定した商業スペース、公共スペースの確保が謳われている。また商業・公共スペースとレ

ベルをあわせた西口を駅に設置することにより、このスペースの利活用の活性化を図るとあ

る。 

 

②多層化の可能性 

そこで、本検討において、実際に多層化が物理的に可能であるか検討した。高架下の高さは

全線一致していないが、標準的な区間として 34K593M100（JR 提供高架縦断断面図による）を

選ぶ。この高架下は、高架の基礎天端から高架天井の梁上までが 8,230 ㍉ある。店舗等の最

低居室高さ、駐車場の最低高さ（通路部分 2,300㍉必要、駐車ブースはそれよりもやや天井を

低くしてある）を考慮すると、３層分確保するためには基礎上ぎりぎりまで彫り込む必要が生じ

る。 

この場合、以下の点が課題となる。デザイン的な課題と JR の同意を得る困難さが予想され

る。 

・全体的な天井高さが低い。 

・基礎天端近くまで彫り込む事が基礎の保護のために可能かどうか。 

・商業、公共スペースを居室として活用するために、採光や排煙のスペースが確保できるか

どうか（一部に吹き抜けを設ける。店舗等のスペースを壁で囲いこまない等のデザイン上

の工夫が必要となる） 

・高架の振動、騒音等の影響が考慮されていない。これらを遮断する天井の構造と厚みが要

検討である。 

・駐輪、駐車等天井高を抑えているため、その圧迫感を緩和するデザイン上の配慮。 

・高架下高さが均一でないため、34K593M100 より低くなる部分に関しては別設計が必要とな

る。 

・高架梁の背は根元が太くなっているため、商業、公共スペースの梁下壁際は使用しづら

い。 
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 など 

  

（３）高架駅のデザイン 

①西口との接続 

 西口は、高架下商業、公共スペースと同じ階高となる。そのために、駅の西側に中二階を設

ける必要がある。西口の改札は中二階に位置し、西口ロータリーからはエスカレーターと階段

で一旦中二階にあがり、改札をくぐってからもう一度エスカレーターか階段でホームへあがるこ

とになる。商業、公共スペースからはそのまま改札をくぐり、その後同じようにエスカレーターか

階段でホームにあがる。 

自由通路側からは、１階の改札をくぐり、そこからエスカレーターを二本乗り継いでホームに

至る。 

また高架下二階の駐輪場からはエスカレーターもしくは階段で一層分あがり、西口改札にい

たることとなる。 

なお、西口設置に伴い、本来こちら側に予定されていたサービスヤードの設置が難しくなる

ため、代替場所を用意する必要がある。 

 

②高架駅ホーム部分の平面デザイン 

 高架駅の平面は、JR から示された図面を元に、中二階を加えたものとした。ただし、

JR の計画でラチ外通路とされている部分は自由通路とし、幅を 20m とした。 

また、自由通路の直前に駅舎が置かれることによる動線上の問題等に配慮して、南口、

北口とも、自由通路の出口部分をやや広くした。 

 

③断面デザイン 

 高架駅のデザインについては、駅舎が保存された場合、ガラス等の素材で視線が透過する、

逆に駅舎の背景となる均質な壁のようなデザインとする、等の意見が出されていたが、断面形

からの検討はあまりされてこなかった。 

 本提案においては、基本断面形は、ホーム二本を内包するチューブのような形状とした（基

本断面図参照）。これは、電車が通る「通路」としての機能をデザインで示している。その他、GL

レベルでは南北の駅前広場への通路が高さ方向に広がり、開放感や通路への動線が生み出

される点、直線的な駅舎や高架との対比が生まれる点等の理由から採用した。 

 南口の中央部分（自由通路及びその周辺）に関しては、ホーム高さが現状より高くなるため、

大学通りなどへの眺望がひらけるものと想定されるため、ホームに視点場機能を持たせた。 

 北口の中央部分（自由通路及びその周辺）に関しては、チューブの曲面それ自身がデザイン

となる案と、南口と同様国分寺崖線や斜面林等への眺望を意識し大きな開口面が現れる案を

作成した。 

  

④高架駅の立面デザイン 

高架駅の立面としては、保存される駅舎の背景となるように均質なデザインの壁面をとりつ

けた。駅舎の非対称形を浮き立たせるために、この背面の壁は大学通りの軸線に対して対象

形とした（この壁面はホームに視点場機能を持たせた部分と一致する）。 
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高架駅の南口のデザインは、この他、ガラスとして視線が透過していくようなものも想定され

る。 

北口は、南口に対してシンボルとなるようなものを置くという意見も多いが、南口のように、

視線が駅に集まるような景観構造となっていない事、シンボルとなりうるデザインモチーフに乏

しい事等から、あえてシンボルは設けなかった。逆に、北口商店街から駅北口を通り総研線跡

地にいたる東西の歩行者軸線が重要であると考え、東西方向が強調される駅のチューブの形

状がそのまま見えるデザインとした。このようなデザインだが、ガラス面をすかして南口の駅舎

の三角屋根が透けて見え、視覚的に南北の一体感が創出されることを期待している。また、北

側に広い開口面をとった場合のデザインも作成した。 

 

■なお次頁以降に近年の駅デザインの考え方として、都市空間との連続性や土木と建築の癒合と

言った、近年の駅デザインの考え方について触れた資料を添付する。 
 SD9709「駅空間の新局面」（1979 鹿島出版会）より 
「日本の駅デザインの変遷と現況」窪田陽一 
「駅空間の構造的再編の時代」窪田陽一 
「駅は駅舎ではなく都市である」伊澤岬 
「『ハイブリッド』という新たなコラボレーション手法」安藤惠一郎インタビュー 
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■水平案　デザインの考え方



上りホーム下りホーム

壁：ガラス（黒）

北口広場 北口ロータリー

国立駅　新駅舎計画(案）

南口広場

縦方向　駅舎断面図（1:300）

0 2 4 10ｍ

国分寺崖線への眺望

北口広場への視線

Light 
Light 

床：ウッド調

天井：ガラス(半透明）

柱：コンクリート

南北通路旧駅舎

南口広場・大学通りへの眺望

・高架の基本形であるチューブに対し、中央部分は天井の高い箱型とし、差別化を図る。

・高架ホームからの眺望を大切するため、南側は視点場を多少張り出し、横に長いガラス窓(黒）をはめる。

　北側では、屋根を支える柱と柱の間に壁を設けず、視線が抜けるデザインとする。

・北口広場から高架下までが居心地のよい一体的な広場となるよう、天井や床、柱、梁等のデザインを工夫する。

■水平案　デザインの考え方

ホーム部分のみ
多少張り出す

柱の間に壁を設けない

梁：丸みを持たせる

屋根の先端を北口広場まで出す

入口は低めの庇をかける

北口広場を覆うことも
考えられる

庇としても機能
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■格子案　デザインの考え方
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国立駅　新駅舎計画(案）

南側立面図（1:300）
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国立駅　新駅舎計画(案）
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・高架下面が局面となるため、高架下自由通路へ自然な動線を生み出す。
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